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3．陶冶 Bildung としての総合日本語 3
　2‒1，2‒2で述べた活動は，他者と関わりながら，いわば問題発見解決能力を涵養する
ものである。多様な背景を持つクラスメートとのやりとりを重ね，互いの思考を理解する
過程を経験する。このように，関係性の中で多様な考え方・感じ方に接し，自己組織的に
智が創られていく場なのである。これは，この社会，どこかの社会で生きる力になること
と繋がるものである。つまり，ここでいう“アカデミックな”とは，このように開けた思
考を涵養することである。これは生涯に通底する“アカデミックな思考”に作用しうるも
のである。“アカデミックな学び”が取り上げられる際，なぜ問題発見解決能力というも
のが取り上げられるのだろうか。それは過去様々に論じられてきたとおりであり，各々が
認識するところの環境において生きる力の育成・涵養に教育の髄を見るからであろう。総
合日本語 3の履修者にとって，いずれその理が利するのであれば，幸いなことである。
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